
 

 

平成２３年度一般廃棄物関係予算案の概要 

平成22年12月24日            

環境省廃棄物対策課 

 

 

１．循環型社会形成推進交付金（浄化槽分を除く）（公共事業） 

３５，１２５百万円 → ３１，２３５百万円
 

市町村等が廃棄物の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を総合的に推進す

るため、市町村等の自主性と創意工夫を活かしながら広域的かつ総合的に廃棄物処理

・リサイクル施設を整備する事業に対して交付金を交付する。 

 

 

２．新 廃棄物処理の３Ｒ化・低炭素化改革支援事業 

０百万円 → ５７百万円
 

一般廃棄物における３Ｒ・低炭素化等について、現状の把握、優良事例の抽出、

課題の検討等を行い、市町村における廃棄物処理の更なる３Ｒ化・低炭素化を促進

するための方策を検討し、制度改正、ガイドライン化、廃棄物処理施設整備計画等

への反映を図る。 

 

 

３．新 廃棄物系バイオマス利用推進事業 

０百万円 → ４６百万円
 

バイオマス推進基本法に基づくバイオマス活用推進基本計画において定められる

予定のバイオマスの種類毎の利用率等の目標を達成するための具体的な方策につい

て検討し、地域特性に応じた合理的かつ実現可能な廃棄物系バイオマスの大幅な利

活用の促進を図る。 

 

 

４．し尿・浄化槽汚泥からのリン回収・利活用推進事業 

５０百万円 → ４２百万円
 

リン資源のリサイクル推進のため、既存のリン回収型し尿・浄化槽汚泥施設にお

けるケーススタディやパイロットプラントによる検証を行い、し尿・浄化槽汚泥か
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らのリン回収に係る現状と課題を把握するとともに、効率的なリン回収・利活用シ

ステムの推進を図る。 

 

 

５．廃棄物処理施設における水銀等排出状況調査 

８百万円 → １７百万円
 

国連環境計画（UNEP）では水銀の排出抑制や輸出入の規制をするための条約を 2013

年の調印を目指すことで合意しており、環境中への水銀の排出量を削減する取り組

み及び水銀を含む廃棄物の処理対策の検討が必要である。全国の蛍光灯等の分別・

処理状況を調査・整理し、有害物質の適正な管理の観点から、水銀廃棄物の分別収

集のあり方やリサイクルシステムを検討する。 

 

 

６．廃棄物エネルギー導入・低炭素化促進事業（エネ特会） 

１，３００百万円の内数 → ７８９百万円の内数
 

廃棄物処理業者等が行う高効率な廃棄物エネルギー利用施設及び高効率なバイオ

マス利用施設等の整備事業（新設、増設又は改造）について、これに伴う投資の増

加費用に対して補助を行う（対象となる施設整備費全体の 1/3 又は 1/2 を限度）。 

また、地方公共団体又は民間事業者が電動式塵芥収集車（パッカー装置を電動化

した塵芥車。電動化と併せて車体をハイブリッド化又は CNG 化する場合を含む。）

を導入する際に通常車両との差額に対して補助を行う（補助率 1/2）。 

 

 

７．環境研究総合推進費（循環型社会形成推進研究） 

   ※22年度までは循環型社会形成推進科学研究費補助金。23年度は環境研

究総合推進費として総合環境政策局にて予算計上。 

１，７４０百万円 → ２，２７０百万円）

（予算全体 ７，００７百万円 → ８，００７百万円）
 

平成 23 年度から循環型社会推進科学研究費補助金は環境研究総合推進費と統合

して廃棄物の適正処理、循環型社会の構築技術等に関する循環型社会形成推進研究

を行うとともに環境分野における分野横断的な研究開発を強化する。 

平成 23 年度は、廃棄物処理・リサイクル産業などの静脈産業による海外展開に資

する、途上国でも利用可能な、廃棄物処理・リサイクルシステムにおける熱利用の

推進、収集から処分までの温室効果ガスの最小化、低コスト化・高度化等の技術実

証を行う「日系静脈産業メジャーの海外展開に資する次世代廃棄物処理技術開発」

を新たに実施する。 
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平成２３年度予算案事項別表

廃棄物対策課

平成22年度 平成23年度 対前年度 対前年度

予算額 予算案 増△減額 比 　率

千円 千円 千円 ％

＜公共事業＞

（項）廃棄物処理施設整備費 39,468,768 31,274,900 △ 8,193,868 79.2

　廃棄物処理施設整備事業調査費 43,400 39,900 △ 3,500 91.9

　廃棄物処理施設整備費補助 4,300,368 0 △ 4,300,368 0.0

　循環型社会形成推進交付金 35,125,000 31,235,000 △ 3,890,000 88.9

＜非公共事業＞

◆一般会計

（項）廃棄物・リサイクル対策推進費  415,903  396,813 △ 19,090 95.4

　廃棄物対策等事務処理費 35,113 23,691 △ 11,422 67.5

　　廃棄物対策等事務費 35,113 23,691 △ 11,422 67.5

　　　ダイオキシン削減対策総合推進費 11,605 4,832 △ 6,773 41.6

　　　廃棄物処理等に係る情報提供経費 23,508 18,859 △ 4,649 80.2

　廃棄物対策推進費 180,790 173,122 -7,668 95.8

　　廃棄物処理施設における水銀等排出状況調査 8,201 17,324 9,123 211.2

　　海中ごみ等の陸上における処理システムの検討 17,633 10,713 △ 6,920 60.8

　　し尿・浄化槽汚泥からのリン回収・利活用推進事業 49,994 41,864 △ 8,130 83.7

　　廃棄物系バイオマス次世代利活用推進事業 104,962 0 △ 104,962 0.0

　　廃棄物系バイオマス利用推進事業 0 46,477 46,477 －

　　廃棄物処理の３Ｒ化・低炭素化改革支援事業 0 56,744 56,744 －

　災害等廃棄物処理事業費補助金 200,000 200,000 0 100.0

（項）環境研究総合推進費

　循環型社会形成推進研究 1,740,000 2,270,000 530,000 130.5

　※22年度まで循環型社会形成推進科学研究費補助金

◆エネルギー対策特別会計

（項）エネルギー需給構造高度化対策費

　廃棄物エネルギー導入・低炭素化促進事業　の内数 1,300,000 788,895 △ 511,105 60.7
の内数 の内数

事　　　     　　　項
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乏
し

い
。

・
し

尿
・

浄
化

槽
汚

泥
か

ら
の

リ
ン

回
収

・
利

活
用

に
つ

い
て

は
、

処
理

の
広

域
化

や
安

定
的

な
受

入
先

の
確

保
な

ど
、

様
々

な
施

策
を

あ
わ

せ
て

実
施

し
な

い
限

り
困

難
な

状
況

に
あ

る

こ
う

し
た

中
、

国
際

市
場

に
お

け
る

リ
ン

の
価

格
は

高
騰

。
・

資
源

安
全

保
障

の
観

点
か

ら
、

リ
ン

の
リ

サ
イ

ク
ル

の
必

要
性

に
つ

い
て

、
産

官
学

が
連

携
し

て
取

り
組

む
べ

き
と

の
議

論
が

高
ま

っ
て

い
る

。
【

リ
ン

の
価

格
の

動
向

】
約

1
8
,0

0
0
円

（
H
1
9
.1

2
)⇒

約
4
9
,0

0
0
円

（
H
2
0
.1

1
）

て
実

施
し

な
い

限
り

、
困

難
な

状
況

に
あ

る
。

し
尿

・
浄

化
槽

汚
泥

か
ら

の
リ

ン
回

収
・

利
活

用
推

進
事

業
の

実
施

①
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

の
実

施
に

よ
り

、
既

存
の

回
収

し
た

リ
ン

の
農

業
利

用
②

モ
デ

ル
事

業
の

実
施

に
よ

り
、

複
数

条
件

下
に

お
け

る
技

術
的

課
題

を
検

証

リ
ン

回
収

型
施

設
等

に
お

け
る

課
題

を
把

握

農
地

効
率

的
リ

ン
回

収
・

利
活

し
尿

処
理

施
設

肥
料

工
場

住
宅

し
尿

・
浄

化
槽

汚
泥

の
収

集
・

運
搬

リ
ン

回
収

施
設

回
収

利
活

用
シ

ス
テ

ム
の

確
立

合
併

処
理

③
リ

ン
回

収
・

利
活

用
型

し
尿

処
理

シ
ス

テ
ム

の
総

合
的

評
価

（
経

済
性

、
環

境
負

荷
低

減
、

循
環

型
社

会
形

成
の

観
点

）

浄
化

槽
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～
廃

棄
物

処
理

施
設

に
お

け
る

水
銀

等
排

出
状

況
調

査
～

廃
棄

物
処

理
施

設
に

お
け

る
水

銀
等

排
出

状
況

調
査

2
1
・
2
2
年

度
調

査
廃

棄
物

処
理

施
設

（
焼

却
施

設
・
最

終
処

分
場

）
に

お
け

る
水

銀
・
鉛

・
カ

ド
ミ

ウ
ム

排
出

実
態

の
把

握

Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ

水
銀

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
対

応

第
2
4
回

Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ

管
理

理
事

会
第

2
4
回

Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ

管
理

理
事

会
水

銀
対

策
の

優
先

分
野

と
し

て
、

「
人

為
的

な
大

気
へ

の
水

銀
排

出
の

削
減

」
「
水

銀
を

含
む

廃
棄

物
の

処
理

対
策

」
ほ

か
を

列
挙

鉛
及

び
カ

ド
ミ

ウ
ム

に
関

し
、

既
存

の
リ

ス
ク

管
理

措
置

の
一

覧
を

作
成

す
る

た
め

の
入

手
可

能
な

情
報

を
提

供
す

る
よ

う
要

請

第
2
5
回

Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ

管
理

理
事

会
水

銀
排

抑
制

輸
規

制
す

る
条

約
を

指
す

全
国

の
分

別
・
収

集
実

態
の

把
握

水
銀

の
排

出
抑

制
・
輸

出
入

の
規

制
に

関
す

る
条

約
の

調
印

を
目

指
す

2
3
年

度
調

査
全

国
の

分
別

収
集

実
態

の
把

握
保

管
・
運

搬
・
移

動
実

態
の

把
握

中
間

処
理

（
水

銀
回

収
）
実

態
の

把
握

中
間

処
理

に
お

け
る

水
銀

・
鉛

・
カ

ド
ミ

ウ
ム

排
出

実
態

の
把

握

処
理

フ
ロ

ー
に

お
け

る
移

動
の

整
理

（
焼

却
・
埋

め
立

て
・
分

別
・
運

搬
・
中

間
処

理
・
再

利
用

・
最

終
処

分
）

水
銀

の
環

境
へ

の
排

出
抑

制
方

法
、

管
理

技
術

、
分

別
・

回
収

シ
ス

テ
ム

、
処

理
方

法
等

の
提

示
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環
境

研
究

総
合

推
進

費
（
委

託
費

）
循

環
型

社
会

形
成

推
進

科
学

研
究

費

環
境

研
究

総
合

推
進

費

政
策

貢
献

を
指

向
し

た
地

球
環

境
、

公
害

防
止

、
環

境
リ

ス
ク

の
低

減
、

地
域

の
自

然
環

境
保

全
等

に
資

す
る

環
境

研
究

・
技

術
開

発
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

競
争

的
研

究
資

金

環
境

研
究

総
合

推
進

費
（
委

託
費

）

環
境

と
調

和
す

る
循

環
型

社
会

の
実

現
の

た
め

、
技

術
水

準
の

向
上

等
を

目
的

と
し

た
競

争
的

研
究

資
金

循
環

型
社

会
形

成
推

進
科

学
研

究
費

補
助

金

こ
れ

ま
で

の
主

な
成

果

・
地

球
温

暖
化

に
よ

る
我

が
国

へ
の

影
響

お
よ

び
被

害
コ

ス
ト

を
推

計
し

、
今

世
紀

末
に

は
被

害
額

が
毎

年
１

７
兆

円
に

及
ぶ

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た

こ
れ

ま
で

の
主

な
成

果

・
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

の
発

生
メ

カ
ニ

ズ
ム

や
削

減
方

法
の

解
明

に
よ

り
削

減
技

術
が

進
み

、
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

の
排

出
量

を
H

20
年

に
は

H
9年

比
99

％
削

減
を

達
成

す
る

な
ど

有
害

物
質

の
発

生
抑

制
に

貢
献

統
合

し
た

・
希

少
植

物
で

あ
る

サ
ク

ラ
ソ

ウ
の

絶
滅

リ
ス

ク
の

低
減

減
を

達
成

す
る

な
ど

有
害

物
質

の
発

生
抑

制
に

貢
献

・
プ

ラ
ズ

マ
デ

ィ
ス

プ
レ

ー
の

リ
サ

イ
ク

ル
技

術
の

開
発

グ
リ

ー
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

・
分

野
横

断
的

な
研

究
開

発
強

化

環
境

研
究

総
合

推
進

費
（
委

託
費

・
補

助
金

）

○
低

炭
素

社
会

の
実

現
に

向
け

た
研

究
開

発
の

促
進

研
究

・
技

術
開

発
の

成
果

を
社

会
に

「
適

用
」
し

て
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

な
げ

て
い

く
研

究
開

発
、

及
び

環
境

研
究

総
合

推
進

費
と

循
環

型
社

会
形

成
推

進
科

学
研

究
費

補
助

金
を

統
合

し
、

環
境

分
野

に
お

け
る

分
野

横
断

的
な

研
究

開
発

を
強

化
・
推

進

け
た

研
究

開
発

の
促

進

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
な

が
る

研
究

開
発

、
分

野
横

断
的

な
研

究
開

発
を

大
規

模
に

行
う

こ
と

が
可

能
と

な
り

、
低

炭
素

社
会

・
戦

略
的

研
究

開
発

領
域

（
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
型

）
：
平

成
23

年
度

は
「
気

候
変

動
へ

の
適

応
を

含
め

た
生

物
多

様
性

炭
の

実
現

に
向

け
た

研
究

開
発

が
促

進
さ

れ
る

。

○
ル

ー
ル

の
一

元
化

申
請

手
続

き
や

審
査

プ
ロ

セ

気
確

保
の

た
め

の
研

究
」
を

新
た

に
実

施
・
環

境
問

題
対

応
型

研
究

領
域

（
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
型

）
・
領

域
横

断
研

究
・
地

域
連

携
領

域
：
平

成
23

年
度

は
地

方
環

境
研

究
機

関
や

地
方

大
学

と
国

が
連

携
し

て
取

り
組

む
研

究
を

新
た

に
実

施
申

請
手

続
き

や
審

査
プ

ロ
セ

ス
の

一
元

化
、

統
一

化
に

よ
り

、
申

請
者

・
事

務
局

双
方

に
と

っ
て

よ
り

明
快

な
制

度
に

な
る

。

に
実

施
・
循

環
型

社
会

形
成

推
進

研
究

：
平

成
23

年
度

は
「
日

系
静

脈
産

業
メ

ジ
ャ

ー
の

海
外

展
開

に
資

す
る

次
世

代
廃

棄
物

処
理

技
術

開
発

」
を

新
た

に
実

施
・
課

題
調

査
型

研
究

領
域

、
革

新
型

研
究

開
発

領
域

、
国

際
交

流
研

究
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環
境

研
究

総
合

推
進

費
（
競

争
的

資
金

）

①
脱

温
暖

化
社

会
の

形
成

③
自

然
共

生
型

社
会

の
形

成

⑤
全

領
域

共
通

分
野

対
象

分
野

②
循

環
型

社
会

の
形

成
④

安
全

・
安

心
な

社
会

の
形

成

23
年

度
22

7億
円

廃
棄

物
の

適
正

処
理

、
循

環
型

社
会

の
構

築
技

術
等

に
関

す
る

研
究

要
求

枠
17

.4
億

円
（
22

年
度
17

4億
円

）

23
年

度
22

.7
億

円

特
別

枠
5.
3億

円

一
般

テ
ー

マ

○
廃
棄
物
適
正
処
理

○
廃
棄
物

リ
サ
イ
ク
ル
技

術

（
22

年
度
17
.4

億
円

）

日
系

静
脈

産
業

メ
ジ

ャ
ー

の
海

外
展

開
に

資
す

る
次

世
代

廃
棄

物
処

理
技

術
開

発

○
廃
棄
物

リ
サ
イ
ク
ル
技

術

○
循
環
型
社
会
構
築
技
術

ほ
か

重
点

テ
ー

マ

廃
棄

物
処

理
・
リ

サ
イ

ク
ル

産
業

な
ど

の
静

脈
産

業
に

よ
る

海
外

展
開

に
資

す
る

、
途

上
国

で
も

利
用

可
能

な
、

廃
棄

物
処

理
・
リ

サ
イ

ク
ル

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

技
術

実
証

重
点

テ
マ

○
レ
ア
メ
タ
ル
の
回
収
技
術

○
３
Ｒ
の
推
進

○
廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

有
害
物
質

廃
棄
物
管

無
害

技
術

①
熱

利
用

の
推

進

②
収

集
か

ら
処

分
ま

で
の

温
室

効
果

ガ
ス

の
最

小
化

③
低

コ
ス

ト
化

・
高

度
化

○
有
害
物
質
の
廃
棄
物
管
理

・
無
害

化
技
術

ほ
か
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